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　今回は目的語を必要とする動詞，『他動詞』の使い方を検討してみましょう。前号では
２つの文型に用いられる自動詞でしたが，この他動詞は３つの文型に用いられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（五文型：他動詞）　
⑴　第３文型　Ｓ＋Ｖ＋Ｏ（主語＋他動詞＋目的語）
　『自動詞』は自立している動詞である，と説明しました。他動詞は「他の語句を必要と
する動詞」です。その意味では自立していない動詞だと言えます。そして「他の語句」の
ことを「目的語」と言います。
　目的語になれるものは「名詞・代名詞・名詞（句・節）」です。教科暑中の例文で確認
しておきましょう（下線部が目的語です）。
　⒜Ｄｉｄ　ｙｏｕ　ｒｅａｄ　ｔｏｄａｙ’ｓ　ｌｅｓｓｏｎ　？
　⒝Ｉ　ｈａｖｅ　ａ　ｆｅｗ　ｃｏｍｉｃ　ｂｏｏｋｓ．
　⒞Ｉ　ｅｎｊｏｙｅｄ　ｉｔ　ｖｅｒｙ　ｍｕｃｈ．
　⒟Ｗｅ　ｍａｙ　ｄｅｓｔｒｏｙ　ｏｕｒｓｅｌｖｅｓ．
⑵　第４文型　Ｓ＋Ｖ＋ＩＯ＋ＤＯ（主語＋他動詞＋間接目的語＋直接目的語）
　目的語を２つとる欲張りな他動詞もあります。ただし「『人に』『物を』」という順番
になります。この文型に用いる動詞を『授与動詞』と呼ぶこともあります。
　⒠Ｉ　ｗｉｌｌ　ｌｅｎｄ　ｙｏｕ　ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅｍ．
　⒡A view from space will　ｇｉｖｅ　ｙｏｕ　ａ　ｎｅｗ　ｖｉｅｗ　of the earth.
◎この文型の場合に注意すべきことがあります。それぞれの目的語を入れ換えることが可
能ですが，ある種の前置詞を用いる必要があります。
　⒠' Ｉ　ｗｉｌｌ　ｌｅｎｄ　ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅｍ　ｔｏ　ｙｏｕ．
  ⒡' A view from space will give a new view of the earth to you. 　
この前置詞は３種類（ｔｏ，ｆｏｒ，ｏｆ）あり，用いられる動詞によって異なります。
　①ｔｏ　タイプ
　②ｆｏｒタイプ
　③ｏｆ　タイプ

 ｇｉｖｅ，ｌｅｎｄ，ｔｅｌｌ，ｓｈｏｗ，等。
 ｂｕｙ，ｍａｋｅ，ｃｈｏｏｓｅ，ｆｉｎｄ，等。
 ａｓｋのみだと覚えておきましょう。













●注意すべき他動詞
　他動詞で注意しなければならないことは，直後に前置詞をとってはならない，という点
です。ところが日本語の意味にとらわれすぎてしまうと，思わぬ前置詞を使ってしまうこ
とがあります。代表的な他動詞を列挙しておきましょう。
　ｍａｒｒｙ～（～と結婚する）〔ｍａｒｒｙ　ｗｉｔｈ～とするミス〕
　ｅｎｔｅｒ～（～〔場所〕に入る）〔ｅｎｔｅｒ　ｉｎｔｏ～とするミス〕
　ｄｉｓｃｕｓｓ～（～について議論する）〔ｄｉｓｃｕｓｓ　ａｂｏｕｔ～とするミス〕
　ｖｉｓｉｔ～（～を訪れる）〔ｖｉｓｉｔ　ｔｏ～とするミス〕などがあります。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
⑴ Life in space stations will be quite different from life on earth. 
　　（ｽﾍﾟｰｽｽﾃｰｼｮﾝでの生活は地上の生活とはとても異なるだろう）
　ｂｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ(ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝﾄｩ) ｆｒｏｍ～は「～とは異なる」という意味です。
ｄｉｆｆｅｒｅｎｔは「～と異なって」という形容詞。「異なる」ということは，何かと
何かを「比較」することによって言えることですね。ですから一種の「比較」と同じです。
比較の対象を表す言葉はｔｈａｎを使いました。ですから次のような形もあるのです。
ｂｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　ｔｈａｎ～（～とは異なる）。しかしこの表現は知識として
理解するだけにして下さい。試験などではｆｒｏｍを答えさせようとしているのですから。
　「比較」である証拠に，主語はLife in space stations。比較の対象はlife on earth 
です。同種のものを２つ，比較の対象物としていることが分かります。
⑵Ｔｈｅｒｅ　ｗｏｎ’ｔ　ｂｅ　ｍｕｃｈ　ｗａｔｅｒ，ｅｉｔｈｅｒ．
　（水もまた多くはないでしょう）
　「～もまた・・・だ」という表現は，⒢のように，文の最後にｔｏｏを用いました。
　⒢Ｉ　ｌｉｋｅ　Ｅｎｇｌｉｓｈ，　ｔｏｏ．（私も英語が好きです）
ところが，「～もまた・・・ではない」のように，否定文に用いる場合には，文の最後に
ｅｉｔｈｅｒ〔ｲｰｻﾞｰ，ｱｲｻﾞｰ〕という語をつけます。
　高校英語ではこれらがグレードアップした表現を覚える必要があります。
　⒢’Ｓｏ　ｄｏ　Ｉ．〔Ｓｏ＋（助）動詞＋主語．〕
　⒣　Ｉ　ｄｏｎ’ｔ　ｌｉｋｅ　Ｅｎｇｌｉｓｈ，ｅｉｔｈｅｒ．
　⒣’Ｎｅｉｔｈｅｒ　ｄｏ　Ｉ．〔Ｎｅｉｔｈｅｒ＋（助）動詞＋主語．〕
　♢こんなに使える中学英語(2)♢
　　前回はＴｈｉｓ　ｉｓ～の日常会話の応用例を少しご紹介しました。今回も応用例
　をもう少しご紹介します。
　●相手に物を差し上げる時。（品物を手に持って言いましょう）
　　Ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｆｏｒ　ｙｏｕ．〔これをあなたに差し上げます〕
　●アメリカは何度目ですか，と聞かれて。
　　Ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｍｙ　ｆｉｒｓｔ　ｔｉｍｅ．〔初めてです〕
